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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年3月29日(2018.3.29)

【公表番号】特表2017-512081(P2017-512081A)
【公表日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2017-018
【出願番号】特願2016-551859(P2016-551859)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  53/04     (2015.01)
   Ｃ２２Ｃ  14/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/18     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ   53/04     　　　Ｂ
   Ａ６３Ｂ   53/04     　　　Ｃ
   Ｃ２２Ｃ   14/00     　　　Ｚ
   Ｃ２２Ｆ    1/18     　　　Ｈ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６２３　
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６３０Ａ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６３０Ｍ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６７３　
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６９１Ｂ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６９１Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月16日(2018.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドアセンブリを形成する方法であって、
　（ａ）α－βチタン合金から形成されたフェースプレートを提供するステップと、
　（ｂ）前記フェースプレートをクラブヘッドの凹部に位置合わせするステップと、
　（ｃ）前記フェースプレートを前記クラブヘッドに溶接するステップと、
　（ｄ）前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを、前記フェースプレートのソル
バス温度よりも高い温度まで、所定期間加熱するステップと、
　（ｅ）前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートが不活性ガスの中で冷却すること
を許容するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記α－βチタン合金は、６．５ｗｔ％から８．５ｗｔ％の間のアルミニウム（Ａｌ）
、１．０ｗｔ％から２．０ｗｔ％のバナジウム（Ｖ）、０．２０ｗｔ％以下の酸素（Ｏ）
、および、０．２０ｗｔ％以下のケイ素（Ｓｉ）を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記α－βチタン合金は、０．３０％以下の鉄（Ｆｅ）、０．０８ｗｔ％以下の炭素（
Ｃ）、０．０５ｗｔ％以下の窒素（Ｎ）、微量モリブデン（Ｍｏ）、微量スズ（Ｓｎ）を
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さらに含み、残りの重量パーセントは、チタン（Ｔｉ）である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ステップ（ｃ）の溶接する前記ステップは、パルスプラズマ溶接プロセスを含む、請求
項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記フェースプレートは、０．７ｍｍの最小厚さを有する、請求項１から４のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項６】
　ステップ（ｅ）の前記不活性ガスは、窒素（Ｎ）、アルゴン（Ａｒ）、ヘリウム（Ｈｅ
）、ネオン（Ｎｅ）、クリプトン（Ｋｒ）、およびキセノン（Ｘｅ）、または、それらの
混合ガスからなる群から選択される、請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記不活性ガスは、窒素（Ｎ）またはアルゴン（Ａｒ）である、請求項６に記載の方法
。
【請求項８】
　ステップ（ｄ）は、前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップ
が、４００℃から６２５℃の間で、１時間から６時間の間、実施されることを含む、請求
項１から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、４７５℃から６２５℃の間まで、１時間から６時間の
間、加熱するステップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、４７５℃から５５０℃の間まで、４時間から６時間の
間、加熱するステップを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、４７５℃から５００℃の間まで、４時間から６時間の
間、加熱するステップを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、５５０℃から６２５℃の間まで、１時間から２時間の
間、加熱するステップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、５７５℃から６２５℃の間まで、１時間から２時間の
間、加熱するステップを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ゴルフクラブヘッドアセンブリを形成する方法であって、
　フェースプレートを提供するステップと、
　前記フェースプレートをクラブヘッドの凹部に位置合わせするステップと、
　前記フェースプレートを前記クラブヘッドに溶接するステップと、
　前記フェースプレートを溶接するステップの後に、前記クラブヘッドおよび前記フェー
スプレートを、前記フェースプレートのソルバス温度よりも高い温度まで、所定期間加熱
するステップと、
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップの後に、前記クラブ
ヘッドおよび前記フェースプレートが不活性ガス環境の中で冷却することを許容するステ
ップと
を含む方法。
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【請求項１５】
　前記フェースプレートは、α－βチタン合金である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記α－βチタン合金は、６．５ｗｔ％から８．５ｗｔ％の間のアルミニウム（Ａｌ）
、１．０ｗｔ％から２．０ｗｔ％のバナジウム（Ｖ）、０．２０ｗｔ％以下の酸素（Ｏ）
、０．２０ｗｔ％以下のケイ素（Ｓｉ）、０．３０％以下の鉄（Ｆｅ）、０．０８ｗｔ％
以下の炭素（Ｃ）、０．０５ｗｔ％以下の窒素（Ｎ）、微量モリブデン（Ｍｏ）、微量ス
ズ（Ｓｎ）を含み、残りの重量パーセントは、チタン（Ｔｉ）である、請求項１５に記載
の方法。
【請求項１７】
　前記フェースプレートを溶接するステップは、パルスプラズマ溶接プロセスを含む、請
求項１４から１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを１時間から６時間の間、加熱するステップを含む、請求
項１４から１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを４００℃から６３０℃の間まで加熱するステップを含む
、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、４７５℃から６２５℃の間まで、１時間から６時間の
間、加熱するステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、４７５℃から５５０℃の間まで、４時間から６時間の
間、加熱するステップを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、４７５℃から５００℃の間まで、４時間から６時間の
間、加熱するステップを含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、５５０℃から６２５℃の間まで、１時間から２時間の
間、加熱するステップを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２４】
　前記クラブヘッドおよび前記フェースプレートを加熱するステップは、前記クラブヘッ
ドおよび前記フェースプレートを、５７５℃から６２５℃の間まで、１時間から２時間の
間、加熱するステップを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　ステップ（ｅ）の前記不活性ガスは、窒素（Ｎ）、アルゴン（Ａｒ）、ヘリウム（Ｈｅ
）、ネオン（Ｎｅ）、クリプトン（Ｋｒ）、およびキセノン（Ｘｅ）、または、それらの
混合ガスからなる群から選択される、請求項１４から２４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記不活性ガスは、窒素（Ｎ）またはアルゴン（Ａｒ）である、請求項２５に記載の方
法。
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